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チャレンジ誰で
も「
ぷ
ら
っ
と
」立
ち
寄
れ
る

場
所
を
目
指
し
て

千
葉
県
市
川
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
工
房

「
全
て
の
家
庭
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
」を
目
指
し
て

　

千
葉
県
市
川
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
工
房
は
、
地
域
の
な
か
で
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
て
孤
立
し
が
ち
な
家
庭
や
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
あ
わ
せ
た
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

同
法
人
の
活
動
は
、
昭
和
51
年
に
発
達
障
害
や
不

登
校
な
ど
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
を
対
象
に
基
礎
学

習
や
生
活
力
を
身
に
つ
け
る
個
別
学
習
塾「
自
在
塾
」

を
開
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
平
成
24
年
3
月
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
、
近
年
で
は
学
習
支
援
を
中
心
と
し

た
支
援
か
ら
「
全
て
の
家
庭
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
」
を
目
指
し
、
支
援
対
象
を
広
げ
て
多
様
な
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。

　

現
在
は
主
に
、
学
習
支
援
事
業
で
は
「
自
在
塾
」

に
加
え
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
「
ス
タ
ジ
オ

ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
＋
」
を
千
葉
県
、
東
京
都
で
６
カ
所
を
運

営
し
て
い
る
。保
育
事
業
で
は
企
業
主
導
型
保
育
所
、

小
規
模
認
可
保
育
所
、
生
活
支
援
事
業
で
は
自
立
援

助
ホ
ー
ム
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
を
開
設
す
る
ほ
か
、

全
国
を
対
象
に
し
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
事
業
「
む
す
び

め
」
や
、「
市
川
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
市

内
7
拠
点
）
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
29
年
に
は
、
市
川
市
に
あ
る
古
民

家
を
活
用
し
た
地
域
の
学
び
舎
「
プ
ラ
ッ
ト
」
を
開

設
し
、
無
料
学
習
支
援
教
室
や
子
育
て
中
の
母
親
や

介
護
を
行
う
家
族
な
ど
、
不
安
や
困
り
ご
と
を
抱
え

て
い
る
人
を
対
象
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
、

こ
ど
も
食
堂
な
ど
を
運
営
し
て
い
る
。

　

地
域
の
学
び
舎
「
プ
ラ
ッ
ト
」
を
開
設
し
た
目
的

に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の
平
水
利
憲
氏
は
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
事
業
を
展
開
す
る
な
か
で
、
既
存
の

取
り
組
み
で
は
つ
な
が
れ
な
い
子
育
て
世
帯
を
は
じ

め
、
社
会
的
に
孤
立
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と

が
課
題
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も
つ
人
た
ち
へ
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
の
場
、
社
会
課
題
を
共
有
し
て
理
解
者
を
増

や
し
て
い
く
場
と
し
て
『
プ
ラ
ッ
ト
』
を
開
設
し
ま

し
た
。
一
般
的
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
、
対
象
者
の
元

に
出
向
い
て
働
き
か
け
る
こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
地

域
で
困
っ
て
い
る
人
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
拠
点
を

つ
く
り
、
そ
こ
に
来
て
も
ら
う
こ
と
で
受
け
ら
れ
る

支
援
を
提
案
し
た
り
、
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
か
た
ち

で
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

プ
ラ
ッ
ト
の
活
動
を
通
し
た

拠
点
型
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
取
り
組
み

　

同
法
人
は
、
令
和
2
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）が
行
う

社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）は
、国
庫

補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障
害
者

な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に
対
し
、

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
工
房
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　コロナ禍において計画変更を余儀なく

されましたが、そのような状況において

も、利用者のニーズを捉えた柔軟な事業

展開によって事業全体の参加者は増加

し、関係団体との連携により地域住民か

らの協力の輪が広がったことが印象的で

した。ダイバーシティ工房さんは事業ご

とにマネージャーを配置することでそれ

ぞれの現場で専門性を発揮できるように

していました。また、組織内で定期的な

情報共有や方針合わせを行うといった組

織マネジメントのよさが、事業の成果に

つながったと考えられます。
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し
、「
子
ど
も
や
社
会
的
孤
立
に
あ
る
人
へ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
拠
点
型
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
」を
実
施
し
た
。

　

同
事
業
は
、「
プ
ラ
ッ
ト
」
で
実
施
す
る
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
活
動

を
周
知
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
①
申
し
込
み
不

要
で
参
加
で
き
る
無
料
学
習
支
援
事
業
、
②
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
事
業
、
③
制
度
化
に
向
け
た
情
報
発

信
事
業
、
④
地
域
の
人
が
地
域
の
人
を
支
え
る
応
援

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
実
施
し
た
。

　

無
料
学
習
支
援
は
、生
活
困
窮
や
発
達
障
害
、不
登

校
、
低
学
力
、
虐
待
を
受
け
る
な
ど
、
困
難
を
抱
え

た
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
、
運
営

す
る
地
域
の
学
び
舎
「
プ
ラ
ッ
ト
」
内
で
毎
週
月
曜

日
・
金
曜
日
の
18
～
20
時
半
の
時
間
帯
に
実
施
し
た
。

　

利
用
の
経
路
と
し
て
は
、
親
や
子
ど
も
同
士
の
つ

な
が
り
を
は
じ
め
、
法
人
が
実
施
す
る
別
事
業
を
通

じ
て
利
用
す
る
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、
児
童
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関

か
ら
の
紹
介
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
提
供

　

無
料
学
習
支
援
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
、
同
法
人

ス
タ
ッ
フ
の
宮
坂
奏
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
令
和
2
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
っ

た
た
め
、
学
習
支
援
は
年
度
途
中
か
ら
週
1
回
か
ら

週
2
回
に
増
や
し
、
高
校
受
験
を
控
え
る
中
学
生
な

ど
学
習
ニ
ー
ズ
が
高
い
子
ど
も
と
、
居
場
所
と
し
て

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
子
ど
も
で
開
催
日
を
分
け
、
少
人

数
制
で
実
施
す
る
こ
と
で
密
を
回
避
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
体

制
と
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
学
習
支
援
で

は
毎
回
食
事
を
提
供

し
、
子
ど
も
た
ち
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
な
が
ら
、
勉
強
だ
け
で
な
く
悩
み
や
進
路

な
ど
の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
特
色
と
な

っ
て
い
ま
す
」。

　

学
習
支
援
の
体
制
で
は
、法
人
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、

毎
回
3
～
4
人
の
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
イ
ン
タ
ー

ン
生
を
配
置
し
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
か
ら
1
対
2
の
手

厚
い
体
制
で
個
別
指
導
を
行
っ
た
。
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
の
性
格
や
相
性
に
あ
わ
せ
て
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
信
頼
関
係
を
構
築

し
な
が
ら
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
提
供
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
令
和
2
年
4
～
6
月
に
市
内
の
小
中
学

15 ●WAMー2022.1

無料学習支援教室は105回開催し、延べ 711人の
子どもが継続的に参加した

開催時には毎回栄養バランスがとれた食事を提供
し、オンライン開催の際には弁当を配布した

特定非営利活動法人ダイバーシティ工房
子どもや社会的孤立にある人へのコミュニティ拠点
型アウトリーチ事業

令和2年度事業

助成額
539万6千円

【事業概要】
　さまざまな困難を抱える子どもや、子育て世帯など社会的に孤立しやすい
人へのアウトリーチを目的に、運営する居場所で無料学習支援やコミュニテ
ィカフェを運営するとともに、事業の効果や他地域でも展開されるよう運営
ノウハウを掲載した活動報告書を作成・配布し、情報発信を行う事業

【実施内容】
◆申し込み不要で参加できる無料学習支援事業
さまざまな困難を抱えた子どもたちに安心
して学べる環境を提供するため、誰でも参加
可能な食事付きの無料学習支援教室を開催

◆�コミュニティカフェ事業
多様な専門性をもつ地域住民が主体となり、
子育て中の母親や介護を行う家族などを対
象としたコミュニティカフェの開催を通し
て必要な支援につなげる

◆�制度化に向けた情報発信事業
事業内容や効果をまとめるとともに、他地域
でも事業が展開されるよう立ち上げ手順や
運営ノウハウを掲載した活動報告書を作成
し、行政や関係機関に発信

◆�地域の人が地域の人を支える応援コミュニ
ティづくり
活動報告会をオンラインで開催するほか、事
業継続のための運営基盤づくりとして会員
制度をつくり、ホームページに寄付募集ペー
ジを整備

事業概要

【成果】
◆食事付きの無料学
習支援教室は 105
回 実 施 し、 延 べ
711人の子どもが
参加した。新型コロナウイルス感染症
対策のため、市内の小中学校が休校し
た際にはオンラインでの学習支援に切
り替え、あわせて弁当の配布を行った
　　さらに、令和 2年 11月より連携団
体の要請を受け、近隣の定時制高校の
学生を対象にした無料の食料配布を実
施した（計8回、利用者延べ66人）

◆多様な専門性をもつ地域住民が企画・
運営するコミュニティカフェは計 71
回（うちオンラインサロン 19回）開
催し、延べ303人が参加。参加者の相
談に対して必要に応じて関係機関につ
なぎ、不安や問題の解消を図った

◆事業の効果や運営ノウハウをまとめた活
動報告書を 1000部作成し、行政の担
当課、支援団体、教育機関等に配布した。
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校
が
臨
時
休
校
し
た
際
に
は
、
学
習
支
援
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
催
に
切
り
替
え
、
あ
わ
せ
て
弁
当
の
配

布
を
行
っ
た
と
い
う
。

　
「
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
で
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
休
校
で
給
食

が
な
く
な
り
、
な
か
に
は
家
庭
で
食
事
が
出
て
こ
な

か
っ
た
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
い
食
事

を
し
て
い
る
子
ど
も
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
休
校
の
際
に
は
『
プ
ラ
ッ
ト
』
で
調
理
し
た

弁
当
を
配
布
す
る
こ
と
で
学
習
支
援
と
と
も
に
食
の

支
援
を
継
続
し
ま
し
た
」（
宮
坂
氏
）。

　

計
１
０
５
回
開
催
し
た
無
料
学
習
教
室
の
支
援
実

績
（
令
和
2
年
4
月
～
令
和
3
年
3
月
）
は
、
延
べ

７
１
１
人
の
子
ど
も
が
参
加
し
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加

者
が
欠
席
す
る
こ
と
な
く
、
継
続
率
は
90
％
を
超
え

た
。
ま
た
、
中
学
生
の
参
加
者
が
全
体
の
4
割
を
占

め
た
こ
と
か
ら
、
12
～
3
月
は
高
校
受
験
対
策
と
し

て
学
習
支
援
を
週
3
回
に
増
や
し
た
こ
と
に
よ
り
、

高
校
を
受
験
し
た
中
学
3
年
生
全
員
が
志
望
校
に
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

定
時
制
高
校
生
へ
の

食
料
支
援
を
実
施

　

さ
ら
に
、
令
和
2
年
11
月
よ
り
子
ど
も
食
堂
を
運

営
す
る
連
携
団
体
か
ら
要
請
を
受
け
、
近
隣
の
定
時

制
高
校
の
学
生
を
対
象
に
無
料
の
食
料
配
布
を
月
2

回
実
施
し
た
。

　
「
定
時
制
高
校
に
通
う
学
生
の
多
く
は
、
日
中
働

き
な
が
ら
夜
間
に
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
、
コ
ン
ビ
ニ
や
飲
食
店
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト

に
入
れ
ず
、
も
と
も
と
経
済
的
に
苦
し
い
学
生
が
十

分
な
食
事
を
と
れ
て
い
な
い
こ
と
が
顕
在
化
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
要
請
の
あ
っ
た
支
援
団
体
や
社
会

福
祉
協
議
会
と
協
働
し
て
食
料
を
確
保
し
、
授
業
前

に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
手
作
り
し
た
お
に
ぎ
り
と
日

持
ち
す
る
レ
ト
ル
ト
食
品
や
カ
ッ
プ
麺
な
ど
を
配
布

し
ま
し
た
」（
平
水
事
務
局
長
）。

　

配
布
場
所
は
、
学
校
の
最
寄
り
駅
に
あ
る
コ
ン
ビ

ニ
の
協
力
に
よ
り
、
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
て

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
毎
回
10
人
ほ
ど
の
学
生
が

利
用
し
た
と
い
う
。

住
民
が
住
民
を
支
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
開
催

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
事
業
は
、
子
育
て
中
の
母

親
や
介
護
を
行
う
家
族
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

ご
と
に
不
安
や
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
を
対
象
に
し

た
カ
フ
ェ
の
開
催
を
通
し
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
特
徴
に
つ
い

て
、
同
法
人
ス
タ
ッ
フ
の
工
藤
縁
氏
は
次
の
よ
う
に

語
る
。

　
「
地
域
の
な
か
に
は
、
理
学
療
法
士
、
保
育
士
、

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
（
産
前
産
後
の
母
親
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
人
）、
管
理
栄
養
士
、
介
護
福
祉
士
、
ア
ロ
マ
セ

ラ
ピ
ス
ト
な
ど
、
多
様
な
専
門
性
を
も
つ
地
域
住
民

が
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
方
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
に
関
す
る
相
談
が
で
き
る
カ
フ
ェ
の
オ
ー

ナ
ー
と
な
っ
て
も
ら
い
、
運
営
し
て
い
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
カ
フ
ェ
は
、

専
門
性
を
も
つ
地
域
住
民
自
身
が
企
画
の
段
階
か
ら

関
わ
り
、『
こ
の
よ
う
な
カ
フ
ェ
を
し
た
い
』
と
い

う
声
を
か
た
ち
に
し
た
も
の
で
、
実
施
内
容
な
ど
も

す
べ
て
お
任
せ
し
て
い
ま
す
」。

　

実
施
し
て
い
る
カ
フ
ェ
の
内
容
は
、
産
後
ド
ゥ
ー

ラ
や
管
理
栄
養
士
が
産
前
産
後
の
母
親
の
不
安
や
悩

み
に
寄
り
添
う「
産
前
産
後
マ
マ
の
た
め
の
カ
フ
ェ
」

を
は
じ
め
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

カ
フ
ェ
「A

ll H
appy C

afé

」、
介
護
福
祉
士
に
よ

る
「
介
護
家
族
の
た
め
の
ミ
ニ
相
談
会
」、
ア
ロ
マ
・

サ
ウ
ン
ド
ヒ
ー
リ
ン
グ
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
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コミュニティカフェでは、理学療法士、保
育士、産後ドゥーラ、管理栄養士、介護福
祉士など多様な専門性をもつ地域住民が運
営し、相談対応や情報提供を行うことで住
民同士が支えあう運営基盤の構築につな
がった

左から同法人スタッフの
宮坂奏子氏、工藤縁氏
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

�お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
効
果
を
提
供
す
る「
ほ
っ
こ
り
♡
に
っ
こ
り
カ
フ
ェ
」

な
ど
、
6
つ
の
カ
フ
ェ
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る

（
現
在
、
一
部
の
カ
フ
ェ
は
休
止
中
）。
感
染
症
対
策

と
し
て
各
回
の
定
員
を
3
組
に
制
限
し
た
完
全
予
約

制
と
し
て
お
り
、
相
談
に
対
し
て
必
要
に
応
じ
て
専

門
機
関
に
つ
な
ぐ
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
、
助
成
期
間
中
に
計
71

回
（
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
19
回
含
む
）
開
催
し
、
延

べ
３
０
３
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
同
士
の
交
流
が

生
ま
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
が
も
つ
多
様
な
専

門
性
を
活
か
し
、
住
民
が
住
民
を
支
え
る
運
営
基
盤

を
構
築
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

活
動
の
効
果
、運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
掲
載
し
た

報
告
書
を
作
成

　

制
度
化
に
向
け
た
情
報
発
信
事
業
で
は
、「
無
料

学
習
支
援
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」の
活
動
内
容

や
効
果
を
ま
と
め
た
活
動
報
告
書
を
作
成
し
、
行
政

の
担
当
課
や
支
援
団
体
、教
育
機
関
等
に
配
布
し
た
。

　
「
活
動
報
告
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
、
レ
イ
ア
ウ

ト
に
こ
だ
わ
り
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
用
い
る

こ
と
で
『
プ
ラ
ッ
ト
』
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
よ
う
に

工
夫
し
ま
し
た
。
活
動
の
紹
介
で
は
有
識
者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
、
活
動
の
意
義
を
外
部
の
視
点

か
ら
意
義
づ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
無
料

学
習
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が
他
地
域
で
も

展
開
さ
れ
る
よ
う
、
立
ち
上
げ
の
準
備
や
手
順
、
運

営
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
掲
載
し
ま
し

た
」（
工
藤
氏
）。

　

そ
の
ほ
か
助
成
事
業
で
は
、
地
域
の
人
が
地
域
の

人
を
支
え
る
応
援
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
し
て
、

専
門
家
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
た
「
プ
ラ
ッ
ト
活
動
報
告

会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
社
会
課
題
や
事
業

の
成
果
と
可
能
性
を
発
信
し
た
ほ
か
、
事
業
を
継
続

す
る
た
め
の
運
営
基
盤
づ
く
り
と
し
て
会
員
制
度
を

整
備
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
寄
付
を
募
集
す
る
ペ
ー

ジ
を
新
た
に
作
成
し
た
。

　

助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
学
習
支
援
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
拠
点
型
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
効
果
や
運
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め
た
ツ
ー
ル
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
「
活
動
報
告
書
を
配
布
し
た
反
響
と
し
て
、
市
南

部
を
拠
点
に
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
団
体
か
ら

学
習
支
援
教
室
を
立
ち
上
げ
た
い
と
い
う
相
談
が

あ
り
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
に
出
向
き
、
運
営
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
試
験
的
に
学
習
支
援
教
室
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
作
成
し
た
ツ
ー
ル
を

活
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
と
の
連
携
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
平
水
事
務
局

長
）。

　

地
域
住
民
の
誰
も
が
気
軽

に“

ぷ
ら
っ
と”

立
ち
寄
れ
る

居
場
所
を
つ
く
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
や
課
題
を
抱
え
る

人
た
ち
へ
の
拠
点
型
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
を
行
う
同
法
人
の
活

動
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　事業を継続していくための安定した財源
の確保が難しいなか、WAM 助成では地域
で支えあう運営基盤づくりとともに、「プ
ラット」で実践する活動や効果を発信する
ツールを作成し、行政や支援団体、教育機
関などに発信できたことは大きな成果とな
りました。
　令和 2 年度はコロナ禍での実施となり、当初の計画から修正を
余儀なくされることもありましたが、WAM の担当者には相談した
際にも柔軟に対応していただきました。定時制高校の学生を対象に
した食料配布も追加事業として認めていただき、コロナ禍で顕在化
した必要な支援ニーズに応えることができ、当初の目的とコロナ禍
での対応という両面を両立することができたのではないかと思いま
す。

特定非営利活動法人ダイバーシティ工房

事務局長　平水  利憲氏

事業の目的と
コロナ禍での対応を両立

〒272−0034　千葉県市川市市川 1−9−1  AKIO ビル 4 階
T E L： 047−711−1136
F A X： 047−711−1149
U R L： https://www.diversitykobo.org
設　　立：平成 24 年 3 月
代表理事：不破　牧子

◆団体概要
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